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トリプルワン（6695） 
主力事業の販売促進で 2017/10 通期は増収の見通しへ フィリップ証券株式会社 

 
TOKYO PRO Market | EMS・ODM | 会社紹介  

BLOOMBERG 3540 JP | REUTERS 3540.T 

 半導体・電子部品の提供や部品調達を行う商社。メカトロニクス・

半導体デバイス（LSI（※1）、FPGA（※2））開発を技術領域とした

エレクトロニクスの単一セグメントで展開しているが、プロダク

ツ、エンジニアリングやシステム事業を行っている。 

 2017/10 期 1H（2016/11-2017/4）は、売上高が 5.4 億円、営業利益が

899 万円、経常利益が 758 万円、純利益が 52 万円、一株あたり中間

純利益が 29.77 円となった。 

 2017/10 通期の会社計画は、売上高が前期比 6.5％増の 10.77 億円、

営業利益が同 28.4％減の 2,200 万円、経常利益が同 61.1％減の 700 万

円、当期純利益が同 55.6％減の 400 万円である。 
  LSI（※1）：集積度を高くした高密度・大規模集積回路。 

FPGA（※2）：ユーザーがプログラムを書き換えできるデバイス。 
 

What is the news? 

同社はハードウェア・ソフトウェア・メカトロニクスの技術により技

術仕様の構築からシステム開発設計、製造までワンストップでサービス

を提供する。エレクトロニクス市場分野で 3 つの事業を展開している。 

プロダクツ事業は、半導体・電子部品の提供と部品調達から一貫した 

EMS（※3）を行う。主に半導体検査装置用部品、舶用機器用部品や分光

器用部品及び 関連 EMS 製品を供給する。エンジニアリング事業は、ハー

ドウェア・ソフトウェアの開発設計サービスを派遣または受託開発とい

う形態でクライアントへ提供する。主なサービス実績は、カスタム LSI、

ASIC（※4）などのデバイス開発、回路設計や実機検証などのシステム開

発および・ファームウェア/アプリソフトウェアの設計・検証である。シ

ステム事業は、メカトロニクスの設計開発から加工・組立・製造を一貫

して行っているほか、強磁場での設備の設計及び製造も手掛けている。 
EMS（※3）：「電子機器受託製造サービス」であり、他の企業から各種エレ

クトロニクス機器の受託生産を行う業態。 

ASIC（※4）：汎用集積回路に対して、特定用途向けに特化した集積回路のこ
とで、特定のユーザーや用途向けに開発されたもの。 

2017/10 期 1H（2016/11-2017/4）は、売上高が 5.4 億円、営業利益が

899 万円、経常利益が 758 万円、純利益が 52 万円、一株あたり中間純利

益が 29.77 円となった。同社によれば、今後の 5-10 年間に M＆A を通じ

てタイで製品開発の子会社を設立し、海外市場での展開を狙っている。 
 

How do we view this?  

2017/10 通期の会社計画は、取引先への提案を強化しプロダクツ事業及

びエンジニアリング事業に販売促進活動を行ったため、売上高が前期比

6.5％増の 10.77 億円と増収の見通し。一方、株式上場の公開費用が利益

を圧迫し、営業利益が同 28.4％減の 2,200 万円、経常利益が同 61.1％減

の 700 万円、当期純利益が同 55.6％減の 400 万円となる見通し。 
 

 

 

業績推移
事業年度 2014/10 2015/10 2016/10 2017/10F

売上高（百万円） 775 920 1,011 1,077

経常利益（百万円） 25 28 18 7

当期純利益（百万円） 15 25 9 4
EPS（円） 87.53 145.09 52.77 24.60
PER（倍） 17.14 10.34 28.43 60.98
BPS（円） 728.87 853.95 881.73 -
PBR（倍） 2.06 1.76 1.70 -
配当（円） 20.00 25.00 12.50 -
配当利回り（％） 1.33 1.67 0.83 -

（出所：会社公表資料をもとにフィリップ証券作成、F=会社予想）

配当予想（円） 未定 （会社予想）

株価（円） 1,500

会社概要

主要株主（2017/6） （%）

1. 福島慶多 18.96

2. 吉田隆治 15.73

3. 塩田秀明 10.96
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                    （出所:会社公表資料をもとにフィリップ証券作成）

1995/4に資本金1,000万円で株式会社「スタック」を設

立、国内外メーカーの半導体製品およびコンピューター
機器の販売、電子機器受託製造サービス（EMS）、ならび

に基板設計とハードウェア・ソフトウェアの開発を開始し
た。2000/8に「スタック」から「トリプルワン」へ社名を変更

した。
同社は、ハードウェア・ソフトウェアの開発設計サービ
スを派遣または受託開発という形態でクライアントへ提
供するエンジニアリング事業、半導体・電子部品の提供
と部品調達から一貫したEMSを行うプロダクツ事業、メカ

トロニクスの設計開発から加工・組立・製造を一貫して行
うシステム事業を中心に展開している。国内では東京に
本社を拠点とし、横浜事業所や福岡事業所も有してい
る。2016/12に一般社団法人日本個人情報管理協会より

JAPiCOマーク（個人情報保護認証）を取得し、2017/6/30

にTOKYO PRO Marketに上場した。

2017/6/30（基準値）
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＜日本証券業協会自主規制規則「アナリスト・レポートの取扱い等に関する規則（平14.1.25）」に基づく告知事項＞ 

１．本レポートの作成者であるアナリストと対象会社との間に重大な利益相反関係はありません。 

２．当社は、東京証券取引所の定める「特定上場有価証券に関する上場規程の特例」（以下「特例」）第102条の規定に

基づき、発行会社の担当 J-Adviser に就任する旨の契約を締結いたしております。また、当社は、「特例」第135条に定

める流動性プロバイダーであり、発行会社株式の円滑な流通の確保に努めるほか、流動性プロバイダーとしての義務を

負っております。 


